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RL78/G14、R8C/36M グループ 
R8C から RL78 への移行ガイド：クロック発生回路 

要旨 
本アプリケーションノートでは、R8C/36Mグループのクロック発生回路からRL78/G14への移行に関して説

明します。 

 
 
 
 

対象デバイス 
RL78/G14、R8C/36M グループ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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1. R8C/36MグループとRL78/G14の相違点 
R8C/36MグループとRL78/G14のクロック発生回路の概略仕様を表 1.1と表 1.2に示します。また、R8C/36M

グループとRL78/G14の主な相違を表 1.3に示します。 

 

表1.1 クロック発生回路の概略仕様(R8C/36Mグループ) 

項目 XIN クロック 
発振回路 

XCIN クロック 
発振回路 

オンチップオシレータ ウォッチドッグ 
タイマ用低速オン

チップオシレータ 
高速オンチップ 
オシレータ 

低速オンチップ 
オシレータ 

用途 ・CPU のクロック源 
・周辺機能のクロック源 

・CPU のクロック源 
・周辺機能のクロック源 
・XIN クロック発振停止時の CPU、周辺

機能のクロック源 

・ウォッチドッグタ

イマのクロック源 

クロック周波数 0～20MHz 32.768kHz 40MHz(TYP.) 
(注 1) 

125kHz(TYP.) 125kHz(TYP.) 

接続できる発振子 ・セラミック共振子 
・水晶発振子 

 

・水晶発振子 ― ― ― 

発振子の接続端子 XIN、XOUT XCIN、XCOUT ― ― ― 

発振の開始と停止 あり 

リセット後の状態 停止 停止 停止 発振 停止、発振 

その他 外部で生成されたク

ロックを入力可能 
・外部で生成されたク

ロックを入力可能 
・帰還抵抗 Rf を内蔵

(接続/非接続選択可

能) 

― ― ― 

注 1.  CPU クロック源として使用する場合には、分周器により最大：20MHz(TYP.)となります。 
 

表1.2 クロック発生回路の概略仕様(RL78/G14) 

項目 メイン・システム・クロック サブシステム・クロック 
発振回路 

低速オンチップ・ 
オシレータ 高速システム・クロック 

発振回路 
高速オンチップ・ 

オシレータ 

用途 ・CPU のクロック源 
・周辺機能のクロック源 

・CPU のクロック源 
・周辺機能のクロック源 

・CPU のクロック源 
・周辺機能のクロック源 

・ウォッチドッグ・タイマ 
・リアルタイム・クロック 
・12 ビット・インターバ

ル・タイマ 
・タイマ RJ 

クロック周波数 1～20MHz 64MHz(TYP.)(注 1) 32.768kHz 15kHz(TYP.) 
接続できる発振子 ・セラミック発振子 

・水晶振動子 
― 水晶振動子 ― 

発振子の接続端子 X1、X2 ― XT1、XT2 ― 

発振の開始と停止 あり 

リセット後の状態 停止 発振 停止 発振/停止(注 2) 

その他 外部で生成されたクロッ

クを入力可能 
― 外部で生成されたクロッ

クを入力可能 
― 

注 1. 発振周波数として 64MHz、48MHz を選択した場合、2 分周したクロックが CPU クロックに設定され

ます。 
注 2.  ユーザ・オプション・バイト(000C0H)の WDTON ビットの設定により、選択できます。 
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表1.3 クロック発生回路に関する相違点 

項目 R8C/36Mグループ RL78/G14 
高速オンチップオシレー

タ発振精度 
±1.5％(注 1) ±1%(注 2) 

高速オンチップオシレー

タの発振周波数変更方法 
40MHz：FRA1=リセット後の値、FRA3=リセット後

の値。 
36.864MHz：FRA4 レジスタの値を FRA1 レジスタ

に転送し、かつ、FRA5 レジスタの値を FRA3 レジ

スタに転送。 
32MHz：FRA6 レジスタの値を FRA1 レジスタに転

送し、かつ、FRA7 レジスタの値を FRA3 レジスタ

に転送。 

ユーザ・オプション・バイト(000C2H)の FRQSEL4
～FRQSEL0 ビットの設定により下記の周波数に設

定できます。 
・64MHz 
・48MHz 
・32MHz 
・24MHz 
・16MHz 
・12MHz 
・8MHz 
・4MHz 
・1MHz 

高速オンチップオシレー

タ発振安定時間 
100μs(TYP.) 
450μs(MAX.) 

リセット処理時間に含まれます。 
リセット処理時間： 
・LVD オフ時 
 417μs(TYP.)、554μs(MAX.) 
・LVD オン時 
 690μs(TYP.)、867μs(MAX.) 

低速オンチップオシレー

タ発振精度 
-52～+100% ±15％ 

CPU クロックの分周機能 あり 高速オンチップ・オシレータのみ分周可 

リセット解除後のCPUク

ロック 
低速オンチップオシレータ 高速オンチップ・オシレータ 

サブ・システムクロック

の発振モード選択機能 
なし あり 

注 1.  測定条件：VCC = 1.8V～5.5V、-20℃ ≦ T ≦ 85℃ 
注 2.  測定条件：VDD = 1.8V～5.5V、-20～+85℃ 
 

1.1 XIN クロック発振回路 
R8C/36M グループの XIN クロック発振回路で生成されたクロックは CPU クロック、周辺機能クロックの

クロック源として使用できます。XIN クロック発振回路を使用する場合は、水晶発振子、またはセラミック
共振子を XIN、XOUT 端子に接続してください。また、外部で生成されたクロックを XOUT 端子に入力して
使用することもできます。XIN クロック動作周波数と電源電圧(VCC)との関係を表 1.4 に示します。 

 

表1.4 R8C/36M グループ動作周波数と電源電圧 

項目 動作周波数 VCC 
XIN クロック発振回路 0～20MHz 2.7V ≦ VCC ≦ 5.5V 

0～5MHz 1.8V ≦ VCC ＜ 2.7V 
 

RL78/G14 の高速システム・クロック発振回路で生成されたクロックは CPU クロック、周辺機能クロック
のクロック源として使用できます。高速システム・クロック発振回路を使用する場合は、水晶振動子、また
はセラミック発振子を X1、X2 端子に接続してください。また、外部で生成されたクロックを EXCLK 端子
に入力して使用することもできます。動作周波数と電源電圧(VDD)の関係を表 1.5 に示します。 

 

 



RL78/G14、R8C/36M グループ R8C から RL78 への移行ガイド：クロック発生回路 

R01AN1386JJ0100  Rev.1.00  Page 5 of 9 
2013.01.18  

表1.5 RL78/G14動作周波数と電源電圧 

項目 動作周波数 VDD 
高速システム・クロック発振回路 1～20MHz 2.7V ≦ VDD ≦ 5.5V 

1～8MHz 1.8V ≦ VDD ＜ 2.7V 
1～4MHz 1.6V ≦ VDD ＜ 1.8V 

 

R8C/36Mグループの XIN クロック発振回路とRL78/G14の高速システム・クロック発振回路の動作周波数の
比較を図 1.1に示します。 

 

電源電圧
(V)

周波数
(MHz)

1.6 1.8 2.7 5.5

4

8

20

1

R8C/36Mグループ
XINクロック発振回路

RL78/G14
高速システム・クロック発振回路

5

 

図1.1 XIN クロック発振回路の動作周波数比較 

 

1.2 高速オンチップオシレータ 
R8C/36M グループの高速オンチップオシレータで生成されたクロックは CPU クロック、周辺機能クロック、

fOCO、fOCO-F、fOCO40M、fOCO128 のクロック源として使用できます。FRA1 レジスタと FRA3 レジスタ
の調整値を変更することにより、発振周波数を 40MHz/36.864MHz/32MHz から選択できます。動作周波数と
電源電圧(VCC)との関係を表 1.6 に示します。 

 

表1.6 R8C/36M グループ動作周波数と電源電圧 

項目 動作周波数 VCC 
高速オンチップオシレータ ・40MHz(注 1) 

・36.864MHz(注 1) 
・32MHz(注 1) 

1.8V ≦ VCC ≦ 5.5V 

注 1.  標準(TYP.)値です。 
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RL78/G14 の高速オンチップ・オシレータで生成されたクロックは CPU クロック、周辺機能クロックのク
ロック源として使用できます。発振周波数はユーザ・オプション・バイトの設定により、発振周波数を fHOCO 
= 64MHz/48MHz/32MHz/24MHz/16MHz/12MHz/8MHz/4MHz/1MHz から選択できます。fHOCO に 64MHz/48MHz
を選択した場合、fIH はそれぞれ 32MHz/24MHz になります。fHOCO に 32MHz 以下を選択した場合、fIH は分
周されず、fHOCO と同じ周波数になります。リセット解除後、高速オンチップ・オシレータ・クロックが CPU
クロックに設定されます。動作周波数と電源電圧(VDD)の関係を表 1.7 に示します。 

 

表1.7 RL78/G14動作周波数と電源電圧 

項目 動作周波数 VDD 
高速オンチップ・オシレータ 1～64MHz(注 1) 1.6V ≦ VDD ≦ 5.5V 
注 1.  標準(TYP.)値です。 

 

R8C/36Mグループの高速オンチップオシレータとRL78/G14の高速オンチップ・オシレータの動作周波数の
比較を図 1.2に示します。 

 

電源電圧
(V)

周波数
(MHz)

1.6 1.8 2.4 2.7 5.5

4

8

16

32

1

40

R8C/36Mグループ
高速オンチップオシレータ

RL78/G14
高速オンチップ・オシレータ

 

図1.2 高速オンチップオシレータの動作周波数比較 

 

1.3 XCIN クロック発振回路 
R8C/36M グループの XCIN クロック発振回路で生成されたクロックは CPU クロック、周辺機能クロックの

クロック源として使用できます。XCIN クロック発振回路を使用する場合は、水晶発振子を XCIN、XCOUT
端子に接続してください。また、外部で生成されたクロックを XCIN 端子に入力して、使用することもでき
ます。動作周波数と電源電圧(VCC)との関係を表 1.8 に示します。 

 

表1.8 R8C/36M グループ動作周波数と電源電圧 

項目 動作周波数 VCC 
XCIN クロック発振回路 32.768～50kHz 1.8V ≦ VCC ≦ 5.5V 
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RL78/G14 の XT1 発振回路で生成されたクロックは CPU クロック、周辺機能クロックのクロック源として
使用できます。XT1 発振回路は、発振モードを選択することで消費電力と発振余裕度を変更することができ
ます。XT1 発振回路を使用する場合は、水晶振動子を XT1、XT2 端子に接続してください。また、外部クロッ
クを EXCLKS 端子に入力して使用することもできます。動作周波数と電源電圧(VDD)の関係を表 1.9 に示しま
す。 

 

表1.9 RL78/G14動作周波数と電源電圧 

項目 動作周波数 VDD 
サブシステム・クロック発振

回路 
32～35kHz 1.6V ≦ VDD ≦ 5.5V 

 

R8C/36Mグループの XCIN クロック発振回路とRL78/G14のサブシステム・クロック発振回路の動作周波数
の比較を図 1.3に示します。 

電源電圧
(V)

周波数
(kHz)

1.6 1.8 5.5

32

50 R8C/36Mグループ
XCINクロック発振回路

RL78/G14
サブシステム・クロック発振回路

35

32.768

 

図1.3 XCIN クロック発振回路の動作周波数比較 

 

1.4 低速オンチップオシレータ 
R8C/36M グループの低速オンチップオシレータで生成されたクロックは CPU クロック、周辺機能クロック、

fOCO、fOCO-S、fOCO128 のクロック源として使用できます。リセット解除後、低速オンチップオシレータ
クロックの分周なしが CPU クロックに設定されます。動作周波数と電源電圧(VCC)との関係を表 1.10 に示し
ます。 

 

表1.10 R8C/36Mグループ動作周波数と電源電圧 

項目 動作周波数 VCC 
低速オンチップオシレータ 125kHz(注 1) 1.8V ≦ VCC ≦ 5.5V 

注 1.  標準(TYP.)です。 
 



RL78/G14、R8C/36M グループ R8C から RL78 への移行ガイド：クロック発生回路 

R01AN1386JJ0100  Rev.1.00  Page 8 of 9 
2013.01.18  

RL78/G14 の低速オンチップ・オシレータで生成されたクロックは、ウォッチドッグ・タイマ、リアルタイ
ム・クロック、12 ビット・インターバル・タイマ、タイマ RJ のクロック源として使用できます。CPU クロッ
クとして使用することはできません。リセット解除後、オプション・バイト(000C0H)のビット 4(WDTON)が

“0”の場合は停止、“1”の場合は発振します。動作周波数と電源電圧(VDD)の関係を表 1.11 に示します。 

 

表1.11 RL78/G14動作周波数と電源電圧 

項目 動作周波数 VDD 
低速オンチップ・オシレータ 15kHz(注 1) 1.6V ≦ VDD ≦ 5.5V 
注 1.  標準(TYP.)です。 

 

R8C/36Mグループの低速オンチップオシレータとRL78/G14の低速オンチップ・オシレータの動作周波数の
比較を図 1.4に示します。 

 

 

図1.4 低速オンチップオシレータの動作周波数比較 

 

2. 用語 
R8C/36MグループとRL78/G14の用語の比較を表 2.1に示します。 

 

表2.1 R8C/36MグループとRL78/G14用語比較 

項目 R8C/36Mグループ RL78/G14 
発振回路 XIN クロック発振回路 高速システム・クロック発振回路 

X1 発振回路 
高速オンチップオシレータ 高速オンチップ・オシレータ 
XCIN クロック発振回路 サブシステム・クロック発振回路 

XT1 発振回路 
低速オンチップオシレータ 低速オンチップ・オシレータ 

周辺機能 ウォッチドッグタイマ ウォッチドッグ・タイマ 
電源電圧 VCC VDD 
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3. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RL78/G14 ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00 
R8C/36Mグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.01 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 
 
 

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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